
公益財団法人 コープともしびボランティア振興財団
阪神・淡路大震災を機に広がったボランティア活動が地域に根付くことを願い、
兵庫県内の様々なボランティア活動を支援するため1996年にコープこうべが設立しました。

● 学校法人芦屋学園 芦屋学園高等学校 ボランティア部
● 学校法人大前学園 猪名川甲英高等学院 地域活動部
● 学校法人熊見学園 神戸星城高等学校 コンピュータ部
● 学校法人甲南学園 甲南高等学校 ボランティア委員会
● 学校法人神戸女学院 神戸女学院中学部・高等学部 雫の会
● 学校法人神戸創志学園 クラーク記念国際高等学校 
芦屋キャンパス
防災部・地域研究部・文化遺産清掃ボランティア

● 学校法人淳心学院 淳心学院中学校・高等学校 
淳心学院中・高ボランティアチーム

● 学校法人成徳学園 神戸龍谷高等学校 JVC
● 学校法人創志学園 クラーク記念国際高等学校 三田分室 
生徒会＋（プラス）

● 学校法人瀧川学園 滝川第二高等学校 
インターアクトクラブ

● 学校法人玉田学園 神戸常盤女子高等学校 ボランティア部
● 神戸市立科学技術高等学校 空飛ぶ車いす研究会

● 兵庫県立明石清水高等学校 ボランティア部
● 兵庫県立明石南高等学校 
めいなん防災ジュニアリーダーMRDP

● 兵庫県立芦屋高等学校 ボランティア部
● 兵庫県立尼崎西高等学校 ふるさと貢献 大庄元気むら
● 兵庫県立伊川谷高等学校 ボランティア部
● 兵庫県立柏原高等学校 インターアクト部
● 兵庫県立香寺高等学校 食物部
● 兵庫県立神戸甲北高等学校 ボランティア委員会
● 兵庫県立松陽高等学校 SDGｓ Project Team
● 兵庫県立東播工業高等学校 空飛ぶ車いすサークル
● 兵庫県立豊岡総合高等学校 インターアクトクラブ
● 兵庫県立鳴尾高等学校 ボランティアチーム
● 兵庫県立西宮今津高等学校 ING部
● 兵庫県立舞子高等学校 天文気象部
● フリースクール ForLife
プルタブ de車椅子寄贈プロジェクト

※五十音順

第1回～第3回 高校生ともしびボランティアアワード 顕彰団体一覧

高校生ボランティアアワードでは、顕彰団体の交流会を予定しています。
昨年度の交流会は、対面とオンライン（Zoom）のハイブリット式で行い、
10団体の生徒や先生および地域のボランティア団体、
コープこうべ関係者など合わせて約70名にご参加いただきました。
各学校の活動発表や発表内容についての意見が交わされ、
また放課後タイムでは高校生同士や
地域のボランティア団体との交流も行われました。

交流会を開催します！

自分たち以外の

活動の情報を知り、

新しい活動につなが
る

知識を得られた

他校の人たちと
交流ができて
よかった

今後、
情報交換や

コラボレーションなどを
してみたい！

お問い合わせ・申請書送付先

ともしび財団 検 索https://www.tomoshibi-found.or.jp/ホームページ

【e-mail】tomosibi@kobe.coop.or.jp
【電話】078-412-3930　【FAX】078-412-3871
【開館時間】月～金 10：00～17：00（祝日を除く）

（公財）コープともしびボランティア振興財団
〒658-0081 兵庫県神戸市東灘区田中町5丁目3-20 生活文化センター西館2階

9月19日 月 水～11月16日 17:00締切
（郵送必着）

応募期間 2022年

詳しくは「募集要項」「申請書」をホームページよりダウンロードしてご確認ください。
後援：兵庫県教育委員会・兵庫県私立中学高等学校連合会

    高校生ともしび
ボランティアアワード

ともしび財団では、高校生がボランティア活動を通じて心豊かに成長し、
次世代の地域の担い手となることを願って高校生ボランティア顕彰を実施しています。
第4回目は、新型コロナウイルス感染症拡大の波の中で変化する学生生活において、

これまで行ってきたことに自分たちで新たに加えた活動や今置かれている環境に合わせ実施したことなど
幅広い分野でのボランティア活動を募集します。

誰かのために、地域のために
がんばる高校生を応援!

回4第

自分た
ちの

活動を
いろん

な人

 に伝え
る

    チャ
ンス！！

交流会では、
他校との交流や
  つながりが
   できる！

顕彰団体には、顕彰状や副賞を贈呈します



第3回顕彰団体の活動紹介〈一例〉 ※他にも清掃活動や募金活動などの
　高校生ボランティア活動を顕彰しています。

申請書の送付先

メールでのご応募

Email： tomosibi@kobe.coop.or.jp

郵送でのご応募

〒658-0081  神戸市東灘区田中町5丁目3-20 生活文化センター西館2F
(公財)コープともしびボランティア振興財団
第4回 高校生ともしびボランティア顕彰（アワード）事務局 宛て

封筒の表書きに「第4回 高校生ともしびボランティア顕彰（アワード）申請書」
と明記してください。

件名に
「第4回 高校生ともしびボランティア顕彰（アワード）申請書」と明記してください。

スケジュール

顕彰決定後について

●財団が助成している団体との交流
●財団ホームページにて活動内容をご紹介 など

※選考理由についてのお問い合わせには
　応じかねますので、予めご了承ください。

12月下旬 顕彰決定のお知らせ

12月上旬
選考委員会にて
申請書を選考

9月19日～
11月16日

応募受付

応 募 方 法
指定の申請書に必要事項を記載のうえ、下記宛に
メールまたは郵送にてお送りください。

● 必ず学校長・指導教員の了承を得てご応募ください。
● 顕彰団体に対し、財団からの取材や財団ホームページ・広報物へ
活動内容および写真の掲載などを依頼する場合があります。

● 一度ご提出いただいた申請書の返却・差し替えはできません。
● 申請書は黒インクか黒ボールペン、又はパソコン入力等で記入してください。
財団ホームページからもダウンロードいただけます。　
https://www.tomoshibi-found.or.jp/

● 申請書のご提出前に、必ずコピーをとり、手元に保管しておいてください。
（申請内容について、お問合せすることがあります。）
● 受付締切日17時以降に受付することはできませんので、ご注意ください。
● 応募に際しご提出いただいた情報は、本顕彰制度をはじめとする
活動支援事業以外の目的では使用いたしません。

近隣の県民交流広場での子ども食堂に
おいて、昼食の調理や子どもたちと交流
を行っています。また、母の日には学校外の
イベントに参加し、焼き菓子を販売しました。

兵庫県立香寺高等学校
食物部

高齢者の方を対象としたスマホ講座を開催。
基本的なことから実践的なことを参加者
からフィールドバックし教えています。

学校法人甲南学園
甲南高等学校
ボランティア委員会

SDGsをテーマにした人形劇を、
地域の学童や児童館に訪問し、
子どもたちに伝える活動をしています。

兵庫県立伊川谷高等学校
ボランティア部

地域の清掃活動や募金活動、生活困窮者
への炊き出し、インターアクト米づくりや
被災地支援交流（宮城県）などの活動を
行っています。

兵庫県立豊岡総合高等学校
インターアクトクラブ

「芦屋キャンパスの周辺にある文化遺産」
や「ウィキペディアタウンで取り上げられた
文化遺産」の周辺の清掃活動を
行っています。

学校法人神戸創志学園
クラーク記念国際高等学校
芦屋キャンパス
文化遺産清掃ボランティア

地域の方々や学校、その他全国各地の方に
プルタブの寄付を呼びかけ、
集まったプルタブを車いすに交換し、
病院や介護施設に寄贈しています。

フリースクールForLife
プルタブde車椅子寄贈プロジェクト

選 考 方 法 選考基準に基づき、選考委員会にてゆるやかな選考を行い、
顕彰団体を決定いたします。

応募資格 兵庫県下の高等学校（全日制・定時制・通信制の高等学校、高等専門学校、
中等教育校、養護学校高等部、フリースクール等）に在籍する
生徒の皆さんによる、非営利のボランティア活動を行う生徒会や部活動、
委員会、サークルなど学校に認定された団体であること。
※授業としての申請は対象外です。また、1校につき1団体の応募に限ります。
※主な活動以外にボランティア活動を行っている団体も、応募可能です。（野球部による地域清掃活動 など）
※中高一貫校からの応募の場合は、中学生もご参加いただけます。
※在校生であれば、年齢の上限はありません。
※複数校で構成される団体も応募可能ですが、その場合は監督者が構成校の教員であることが条件です。
※既に当財団の助成を受けている団体や昨年度の顕彰団体も、応募可能です。

賞

選考基準 地域や対象者の暮らしを良くすることにつながるボランティア活動や
社会貢献活動を主体的に行っていること。

① 社会貢献度　② 創意工夫　③学んだこと、感じたことなどを総合的に判断します。選考の
ポイント

応 募 期 間 2022年9月19日（月）～11月16日（水） 17時締切（郵送必着）

・副賞（1団体につき30,000円）
　※副賞の使用用途について財団への報告は不要です。

・顕彰状

※五十音順

※個人情報を取り扱うため申請書は、こちらが指定した方法での
提出となります。申請書送付前に必ず、下記メールアドレス宛て
に本顕彰への応募の旨をメールにてご連絡ください。
詳しくは「募集要項」をご確認ください。

交流や発表の機会を設ける予定です。

ご希望に応じて、下記のようなサポートを
行います。

開催日は3月下旬で、場所は神戸市内を
予定しております。指導教員1名、生徒4名までは、
財団より交通費をお渡しいたします。

〈申請書について〉
・記載内容が濃い
・活動に対する熱意や想いが伝わってくる など

〈活動について〉
・自分達で考え、企画している
・学校外や地域と連携している など 

過去顕彰
例


